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フランス1930年代の現象学研究の一面（続）

－『哲学探究』年報について－

箱石匡行＊

（1989年9月19日受理）

『哲学探究（RECHERCHES PHILOSOPHIQUES）』年報が，フランス1930年代の現象学

研究に対して行った貢献については，筆者はすでに前稿（『岩手大学教育学部研究年報』第48巻

第1号， 1989年10月，所収の拙論）において述べてあるので，改めて論ずるべきことはない。

ただ，ここで付言しておきたいのは，第六巻には， 『哲学探究』年報の賛助委員会（COMIT豆DE

PATRONAGE）と編集委員会（COMIT豆DE R丘DACTION）の委員名が示されている，と

いうことである。賛助委員会の委員としては， C.ブ－グv （C.BOUGL豆），豆.プレイ－ （良

BR丘HIER），L.ブランシュヴィク（L.BRUNSCHVICG），H.ドラクロワ（H.DELACROIX），

G.デュマ（G.DUMAS），良ジルソン（宜.GILSON），ピェール・ジャネ（PIERREJANET），

アンドレ・ラランド（ANDR丘LALANDE）， －ドゥアール・ル・ロア（丘DOUARD LE ROY），

L.レヴィ－ブリュ－ル（L.L丘vY－BRUHL）， A.レイ（A.REY）， A. yヴォー（A.RIVAUD），

L.ロバン（L.ROBIN）の名が，そして編集委員会の委員としては， G.バシュラール（G.BA－

CHELARD），A.コイレ（A.KOYR豆），H.－CH.ブシュ（H.－CH.PEUCH），M.ス－.）オ（M.

SOURIAU）の名が明記されているのである。

この続稿では， 『哲学探究』年報（第一巻から第六巻まで）の内容総目次の試訳を示すことに

する。この内容総目次を見ることによって，人は，この時期におけるフランスの哲学研究のお

およその状況と傾向とを知ることが出来ることであろう。

『哲学探究（RECHERCHES PHII。OSOPHIQUES） 』

（全六巻）

内容総目次
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A．マルク 時間と人格  

G．マルセル 行為と人格の概念に関する考察  
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ⅠⅤ．反省の諸態度  

R．ドォマル 哲学的言語の諸限界と伝統的諸知識  

K．レーヴィット ヘーゲルによる古典哲学の完成と  
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ⅤⅠⅠ．書評・一般的紹介  
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L．ラヴェル『全体的現前』（E．レゲィナス）  

M．－D．ロラン＝ゴスラソ『認識批判試論』第一巻「序論及び第一部」（A．メイデュ）……395   
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M．シェーラー『遺稿集Ⅰ一倫理学と認識論のために』（J．ヴアール）…………………… 403  

H．ライナー『その形而上学的内容の問題に顧慮して措かれた信仰の現象』（E．ヴュイユ）…406  

Nノ、ルトマン『精神的存在の問題』（A．コイレ）  

H．ディーム『神学的視点における批判的観念論－ハイソリッヒ・バルトとの対決』  

（H．コルパン）  

A．メッツガー『現象学と形而上学一相対主義の問題とその克服』（H．コルパン） ……411  

P∴L．ランツベルク『哲学的人間学入門』（H．コルパン）  

心理学・言語学  

M．プラディヌ『感覚の哲学』第二巻「基本的感受性一防衛の意味」  

416  

418  

420  
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421  
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434  

（A．ギュルヴィチ）  

H．ドラクロワ『心的生活の大きな諸形態』（M．スーリオ）  

H．ドラクロワ『幼児と言語』（M．スーリオ）  
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G．テイボソ『性格学』（E．ヴェイユ）  

K．オデブレヒト『現代の美学』（E．ヴェイユ）  

論理学・認識論  

L．フィッシャー『哲学及び数学の基礎』（G．バシュラール）  

ヒルベルト，ベルナイス『数学の基礎』第一巻（J．カグァイエス）  

H．ディンダラー『論理の哲学と、算術』（コジェヴニコフ）  

L．－S．スチッビング『論理実証主義と分析』（A．コイレ）  

L．シルバースタイン『因果律一自然法則か自然主義の格率か』（A．コイレ）…………… 435  

P．ランジュヴァソ『微粒子及び原子の概念』（A．コイレ）  よ
U
 
O
O
 
O
 
 

3
 
3
 
4
 
 

4
 
4
 
4
 
 国際合成センター『科学と法則』（A．コイレ）  
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社会諸科学  

E．グリュソトヴアルト『知識社会学の問題一知識社会学理論の批判的叙述の試論』  

（R．アロソ）  

F．シュミット『古代から現代までの精神諸科学の理論』（R．アロソ）………………・＝…… 442  

H．ランツフート『社会学の批判一社全学の根本問題としての自由と平等』  

（R．アロソ）  

H．フライヤー『現実性の科学としての社会学』（R．アロン）   
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古代及び教父の哲学（H．－Ch．プシュ）  
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N．ケルソソスキー 時間の概念  

R．リュイユ 時間の意味  

ⅠⅠ．一時間と生  
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ⅠⅤ．一神話と歴史  

G．デュメジル 時間と神話  

R．カイヨワ 神話と人間   

H．レヴィ＝プリエール 歴史的事実というもの  

存在について，知識について  

A．レイモソ 真理・明証性・確実性  

H．J．ジョルダソ 精神と物質  

Ⅹ．ジョビリ 神の問題をめぐって   
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J．ノゲ 現前と不在  
7
 
4
 
3
 
3
 
 

4
 
6
 
7
 
9
 
 

3
 
3
 
3
 
3
 
 

G．バタイユ 謎宮  

E．レヴィナス 逃走について  

K．レーヴィット ヘーゲルの宥和  

書評・一般的紹介  
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H．コルパン，H．グイェ，A．マルク，P．メナル，G．ステルソによる  

R．ジョリグェ『トマス主義と認識批判』  

J．マリタン『統一するために弁別すること，或いは知識の諸段階』  

R．ガリグー＝ラグランジュ 『神秘の意味と知的な明噺＝曖昧なもの』…………………‥・… 406  

M．T∴L．ピネド『教条的神学における類比の役割』  

A．マルク『聖トマスにおける及び後期スコラ哲学における，存在の理念』………………… 406  

P．デコック『知りうる神について』  408  

409  

411  

411  
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413  

414  

D．パロディ『哲学を求めて』  

J．ポール『悲劇的構造の哲学』  

E．ブロッホ『現代の遺産』  

A．テイルゲル『歴史主義の批判』  

E．ウティッツ『現代における哲学の使命』  

W．シイングニッツ『人間と概念』  
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A．コジェヴニコフ，A．コイレによる  

A．デルプ『悲劇的実存－マルチィソ・ハイデガーの哲学のために』……・‥…………… 415  

F．ヴァイダウアー『客観性・無仮定的学問・学問的真理』  

G．フアン・デル・レーウ『宗教の現象学』  

Nノ、ルトマン『存在論の基礎づけのために』  

心理学・美学  

J．クライン，J．－M．ラカソ，G．シュテルンによる  

E．ミソコウスキー『生きられる時間一現象学的・心理学的諸研究』 …………………… 424  

E．シュトラウス『感覚の意味について一心理学の基礎づけのための一寄与』 ……‥・… 431  

L．リュシュ『芸術的創造についての試論一力動的美学への寄与』 ……………………… 433  

P．セルゲィアン『美学の諸原理一芸術の諸問題と科学の言語』  

言語学  

H．」．ボスによる  

言語哲学の全般的紹介（1933－1935）  

論理学・認識論  

Gノミシュラール ，A．コジュヴニコフ，A．コイレによる  

K．ポッパー『探究の論理一近代自然科学の認識論のために』  

H．ライへンバッハ『確率論』   
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M．ルカ『今日における数学者たちの，諸原点の諸誤謬』  

E．ブラッ／、フォーゲル『ニコラウス・コペルニクスとアリスタルコス』…………………… 459  

M．カスバール『ヨハネス ・ケプラーー科学的・哲学的位置づけ』……………………… 460  
社会諸科学  

R．アロソ，H．ポルノウ，H．－C．プシュによる  
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ユダヤ＝アラビア哲学（J．ゴルダン，P．クラウス，S．ピヌ）  

中世哲学（A．コイレ）  

近代哲学（H．コルパン，H．グイエ，A．コイレ，P．rL．ランツバーグ 

H∴C．プシュ，E．ヴェイユ）  

雑報・小誌  

H．一C．プシュ，A．コイレによる  

L．ドゥ・グランメゾン『霊的著作集』第三巻  

E．ペイラーべ『性格と人格性』  

J．マリタン『自然の哲学－その境界と対象についての批判的試論』……………………… 541  

A．ガルデイユ『キリスト教徒の真の生活』  

W．ヴィンデルバント，Hノ、イムゼート『哲学史教本』  

『禁欲的・神秘的霊性の事典』第四分冊   
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Ⅰ．実存と状況  

G．マルセル 状況内存在についての現象学的概要  

G．ステルソ 自由の病理学一非一同一化についての試論  

ⅠⅠ．行為と行動  

A．ダソデュ，ドニ・ドゥ・ルージュモソ  出発点としての行為  

R．アロソ イデオロジー  

ⅠⅠⅠ．人間学  

J．一P．サルトル 自我の超越性一現象学的一記述の粗描  

H．ポルノウ 身体・霊魂・精神（構造の諸問題）  

H．プレスナー 感性と理性一昔楽の哲学への貢献  

ⅠⅤ．理論  

A．ラウトマン 公理論と分割の方法  

Lレヴィ 無限集合の理論の背景  

Ⅴ．哲学的諸立場  

M．シヤスタン 実存の意味作用   

J．グルニュ 統一の確実性と諸信仰の問題  

S．ザソダン 意味について一事物の観念論的否定の射程についての探究 ……………… 254  

P．ピショソ 認識の上昇的進行について  

P．－L．ランツバーグ  マックス・シェーラーの哲学的営為  

ⅤⅠ．彙報  

E．フォルティ 心理学的方法と情動の問題  

H．リップス プラグマティズムと実存哲学  

3
 
3
 
6
 
3
 
3
 
 

1
 
3
 
4
 
6
 
7
 
 

3
 
3
 
3
 
3
 
3
 
 
 J．ヴアール ヤスパースの『ニーチェ』  

P．ヴィニヨ モーリス・プロこ／デルの哲学の幾つかの傾向について  

C．シュグレイ 行動の弁証法（アルノ・ダソデュの思想の余白に）  

書評・一般的紹介  

一般哲学  

E．レヴィナス，H．－C．プシュ，M．スーリオ，E．ヴュイユによる  

『哲学の現今の様相－アンケートに見られる動向と結果』  

『宗教と哲学』  
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G．クレンツリソ『無限なる人間の哲学』  

現象学  

A．コジェーヴ，J．ヴアールによる  

J．ェルシュ『哲学の幻想』  

C．アストラダ『現象学的観念論と実存的形而上学』  

Sノレバスコ『論理的生成作用について－情感性について』  

G．ダンクー，H．シェルスキー『キリスト教的形而上学と近代的意識の運命』 …………… 395  

J．へッシソグ『精神の自覚』  

A．フィッシャー『マルチィソ・ハイデガーの実存哲学』  

心理学・美学  

A．ギュルヴィチ，E．レゲィナス，H／C．プシュ，M．スーリオ，E．ヴェイユによる  
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J．－W．ダソ『時間の実験』  

P．ケルシー『幻覚』  

E．ピショソ『幼児と成人の心的発達』  

R∴マレ『痴呆』  

M．デュヴァル『詩と超越性の原理』  

0．ルマリェ『人格についての試論』  

P．ギヨーム『習慣の形成』  

A．ヴェンツル『天才の理論』  

M．T．－L．ペニド『宗教意識』  

M．ヴアール『絵画における運動』  

J．デュフロ『心的エネルギー論粗描』  

R．デュレ『視覚イマージュの諸相』  

N．フェルトマン『現代フランス美学』  

R．へラー『実の本質』  

論理学・認識論  

G．バシュラールによる  

J．ドゥ・ボワッスーディ『二つの実在一空間ならびに，持続の統一における物質』……410  

J．ドゥ・ラ・ハルプ『秩序と偶然について－A．クルノの批判的実在論』 ……………… 411  

J∴J．ヴァロリ『物理学小話』  

W∴M．コズログスキー『国際哲学会議に提出された諸報告』  

道徳学・社会学  

E．レゲィナス，M．スーリオ，E．ヴェイユによる  

A．キュヴィリェ『社会学入門』  413   
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L．Ⅴ．ヴィーゼ『社会的・精神的・文化的』  415  
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Chノレリダソ『道徳的自由の理念』  

R．ミュソシュ『現代の不安定性における個人』  

哲学史  

古代哲学（H∴Ch．プシュ）  

キリスト教と教父哲学（H∴Ch．プシュ）  

近代哲学（H．コルパン，E．ルルー，H．－Ch．プシュ，J．ヴアール，E．ヴェイユ）………… 441  
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